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ビジネス志向が強まり、大企業や生協も参入、また政府も途上国への開発援助の一形態として支援する 、運動の参加組織や運動の定義や理念、目的や形態も多様化し、取扱う商品も手工芸品 ほか、コーヒー、茶、ココア、バナナ、花などの一次産品や綿製品、 家具、 サッカーボールなどの工業製品まで品目は二〇〇〇に達するほどになり 当初の慈善事業から著しい変貌を遂げるようになった。
　他方、日本でもこの運動と呼べる










構（ＦＬＯ）他共編『これでわかフェアトレードハンドブック 　世界を幸せにする仕組み』 （合同出版 　二〇〇八年。原書は二〇〇六年） 。欧州の運動団体のネットワークの四つの組織が、この運動の成功してき










は、長坂寿久編著『日本のフェアトレード 　世界を変える希望の貿易』（明石書店 　二〇〇八年）が良い。四部構成で、全体の半分を占める第一部が入門編で総論、後半が日本での状況を解説した部分。第二部団体編では 二の組織が自身の活動を紹介。第三部経営者編はこの商品を扱う八店舗主の体験談。第四部ネットワーク編は運動の情報を提供している五つの組織の話。というように後半分は各組織の実状が把握できる手引き書にもなっている。

































l で見られる） 。 　
　また、 ノーベル経済学賞受賞者Ｊ ・
スティグリッツ他著『フェアトレード 　格差を生まない経済システム』（日本経済新聞社 　二〇〇七年。原書二〇〇五年）は、書名からこの運動を扱う図書と誤解されがちであるが、貿易協定に関する理論的・実証的研究書である。国際貿易で途上国の福祉と開発に関する公平な協定を提案しており、それはこの運動の目標の一つでもあるが、運動自体に関して触れている箇所はない。
（おぎの 　ようじ／アジア経済研究所図書館）
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